
　宇城広域連合消防本部は、宇城広域連合の消防業務を担い、宇土市・宇城市・下益城郡美里町
の２市１町で構成されています。熊本県のほぼ中央に位置し、宇土半島北側に有明海、南側に八
代海を配し、国道57号線や国道266号線を西へ進むと平成27年に「明治日本の産業革命遺産」の一
つとして世界文化遺産に登録された熊本の三角西港や天草の玄関口、天城橋や天門橋が見えてき
ます。（位置と地勢P4参照）

宇城広域連合消防本部の概要

▲宇城市（三角町）・石積埠頭

▲美里町・大窪橋

▲宇土市・船場橋

▲宇城市（不知火町）・松合郷土資料館

熊
本
県

九州自動車道有明海

八代海
（不知火海）

宇 土 半 島
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◇　管内一目統計

自 然 環 境
人 口・ 世 帯

消 防 予 算
構 成・ 人 事

機   　 械
施 　   設

火 　 　 災
救 　 　 急
救 　 　 助

予 　 　 防

面　積
406.91k㎡

気　象
年間降雨量 1799.5㎜
年平均気温   17.4℃

人　口
103,966 人

世 帯 数
44,556 世帯

消防予算
16 億 38,968 千円

住民一人当たり 15,764 円

ポンプ車等
タンク車   1 台
ポンプ車   7 台

（ポンプ車非常用）1 台

火　災　　48 件
7.6 日 に　　　 １ 件
損害額　30,799 千円
救　助　   106 件

署　所
   消防本部       1
 消 防 署      2
   分       署       5

特殊車両・その他車両
はしご車　　　  1 台
救助工作車　　  2 台
化学車　　　　  1 台
その他車両　　17 台

出火原因
①たき火　　  18 件
②その他　　　9 件
③こんろ　　　3 件

職員数
定数　　160 人
実員　　159 人

救急車
高規格救急車　  9 台
（高規格救急車非常用）

1 台

救急出場件数
5,989 件

搬送人員　  5,529 人
１日当たり　   16 件

消防団員数
実員　　2,265 人

（内女性隊員 63 人）

防火対象物数
法17条　 3,817件

防火管理者必要事業所数
法８条　　 879件

危険物施設数
製造所　        6 件
貯蔵所　    227 件
取扱所　    169 件

防火対象物
定期点検報告制度
特例認定事業所  8 件
定期点検報告事業所 64 件

防火クラブ
婦人防火クラブ  10
少年消防クラブ    8
幼年消防クラブ  23

消防水利
消火栓　　1,881 基
防火水槽　1,120 基
その他消防水利　 256

事故種別
①急病　　   　60%
②転院搬送      17%
③一般負傷      14%
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４月 1日 辞令交付式
7日 熊本県消防長会臨時会（熊本県消防学校）

熊本県消防学校初任科第66期生78名　宇城（消防職9名､救急救命士職1名）入校式
9日 熊本県消防長会春季総会（天草）

第44回熊本県消防職員意見発表会（天草）
19日 全国消防長会総務委員会（書面会議）
27日 全国消防長会九州支部春季役員会・総会（Web会議）

５月 6日 宇城広域消防連絡協議会総会（書面会議）
18日 宇城地域ＭＣ協議会総会（Web会議）
26日 第73回全国消防長会総会（Web会議＋書面会議）
28日 熊本県消防殉職者慰霊祭（熊本市）※規模縮小開催不参加

６月 2日 危険物安全協会災害対策用資材寄託式（南消防署）
4日 熊本県消防救助技術大会　陸上の部（熊本県消防学校、熊本市消防局）※₁

10日 第１回甲種防火管理新規講習（南消防署）11日まで※₁
７月 2日 熊本県消防長会指導指針検討会（Web会議）

16日 九州地区消防救助技術指導会（日置市）※₁
30日 九州地区総務関係実務研修会 ※₁

少年消防クラブ消防士体験学習（消防本部）※₁
８月 2日 危険物保安技術講習会（Web研修）

18日 熊本県消防長会総務担当課長会議（Web会議）
26日 熊本県消防長会予防・危険物担当課長会議（Web会議）

９月 2日 熊本県消防長会警防・通信担当課長会議（Web会議）
16日 第２回甲種防火管理新規講習（南消防署）17日まで※₁
17日 熊本県初任科66期生卒業式（熊本県消防学校）
19日 宇城広域連合消防職員採用１次試験（不知火中学校）
28日 熊本県消防長会救急担当課長会議（書面会議）

うき救急フェア2021 ※₁
10月 8日 熊本県消防長会秋季総会（Web会議）

15日 消防実務講習会（Web会議）
21日 第１回安全運転技術研修（交通教育センターレインボー熊本）22日まで

第7回宇城管内消防団員意見発表会 ※₁
29日 熊本県消防長会総務研修（ハラスメントに関するWeb講習会）

11月 1日 第１回安全運転教育研修（熊本南自動車学校）
2日 第２回安全運転教育研修（熊本南自動車学校）

緊急消防援助隊九州ブロック合同訓練（沖縄県那原町）3日まで※₂
第1回宇城広域連合人権・同和問題研修会（豊野防災拠点センター）3日まで

6日 うき消防ふれあいフェア（宇土シティモール）※₁
7日 宇城広域連合消防職員採用２次試験（連合事務局）

18日 第２回安全運転技術研修（交通教育センターレインボー熊本）19日まで
25日 全国消防長会九州支部消防長研修会（大分市）※₁

◇　令和３年度　各種行事
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12月 1日 屋外タンク実務担当者研修会（Web研修）
2日 第３回安全運転技術研修（交通教育センターレインボー熊本）3日まで
3日 宇城広域消防連絡協議会年末会議（南消防署）
6日 九州地区警防実務研修会（福岡市消防学校）17日まで

10日 宇城地域ＭＣ協議会救急業務高度化推進部会（南消防署）
１月 23日 宇城市消防団出初式（ウイングまつばせメインアリーナ）※₁
２月 8日 熊本県消防長会通信研修（Web研修会）

10日 熊本県消防長会第2回臨時会（Web会議）
甲種防火管理再講習（南消防署）

22日 宇城広域連合消防職員意見発表会（消防本部）
27日 宇土市消防団消防点検（宇土市防災センター）※₁

熊本県消防用設備等点検済表示制度管理委員会・幹事会（書面会議）
３月 13日 美里町消防点検（美里町カントリーパークグラウンド）※₁

17日 第３回甲種防火管理新規講習（南消防署）18日まで※₁
25日 宇城広域消防連絡協議会理事会（南消防署）
31日 退任式

※₁新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開催中止
※₂新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開催延期
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（令和4年1月1日現在）
区分

市町別 面積（ｋ㎡） 人　口 世帯数 人口密度

宇 土 市 74.30 36,584 15,564 492.38 

宇 城 市 188.61 57,971 24,823 307.36 

美 里 町 144.00 9,411 4,169 67.09 

計 406.91 103,966 44,556 255.50 

位置 東経 130度31分 北緯 32度38分
東西 48.6km 南北 18km

　宇城広域連合は、宇土市・宇城市・下益城郡美里町の2市1町で構成されています。有明海に面
した熊本県のほぼ中央に位置し、北は熊本市に隣接し、九州縦貫高速自動車道路が中心を縦走し
ています。その他、主な道路として国道3号線・57号線・218号線・266号線があり、なかでも57
号線は天草、雲仙に至る主要観光ルートとなっています。

◇　位置と地勢

◇　面積と人口

各市町人口比率

宇土市
35.2％

美里町
9.1％

宇城市
55.7％
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年 月 経　　　過　　　事　　　項
昭和40 4 ｢宇土市外九ケ町村衛生施設組合｣設立

42 4 宇土市が常備消防化の政令で指定市となる
4 宇土市に宇土市消防本部･宇土市消防署を開設（職員18名）
4 初代消防長に宇土市助役中村篤氏就任

44 6 宇土市の救急業務を開始
45 6 中山正義氏消防長就任
46 9 富合町の救急業務開始(宇土市との応援協定による)
48 6 10か市町村で｢宇城広域消防準備協議会｣を設置
49 4 ｢宇城広域消防衛生施設組合｣と改称､消防救急業務を加える

4 初代組合長に大和忠三氏就任
4 三角町ほか8町村が常備消防化の政令で指定町村となる（人口131,979人、面積463.06㎢）
4 宇城広域消防本部･宇城消防署(宇土市消防庁舎で)を開設､業務開始
4 宇城広域消防本部初代消防長に奥村義人氏就任
4 消防職員定数104名と制定される
4 宇土市消防職員等38名､管外消防職員8名､新規職員採用16名　計62名で業務開始
4 第1回組合定例議会招集､組合予算及び条例議決
4 新規職員16名､初任科第15期派遣､同年6月卒業
5 組合臨時議会招集、東・中・西各分署建設工事の請負契約を議決
5 消防団との連絡協調のため｢宇城広域消防連絡協議会｣を設置
6 熊本県消防協会より広報車を配車
7 新規職員28名採用､初任科第16期派遣､同年9月卒業(実員90名)
7 中分署が仮庁舎にて業務開始
7 第1回熊本県消防救助技術大会開催(4名出場)
8 日本船舶協会より救急車の寄贈
9 東･中･西各分署庁舎落成
10 東･中･西各分署開署・業務開始
12 日本自動車工業会より救急車寄贈

50 4 新規職員14名採用､初任科第17期派遣､同年7月卒業(実員104名)
10 本部･本署庁舎建設を2か年継続事業として着工

51 6 三角海上保安部との間に｢海上における船舶火災の消防活動に関する業務協定｣締結
6 消防本部・本署庁舎落成、移転、業務開始

52 2 初代消防長奥村義人氏退任､次長田中昭氏が消防長職務代理者に就任
7 万坂トンネルにおける事故発生時の応援協定締結
11 全国火災予防運動週間に伴い､防火ポスターコンクールを実施

53 2 熊本県下一円第二次救急医療体制発足
4 第1回熊本県消防職員意見発表会で坂下勲消防士が最優秀賞（九州大会努力賞）
5 第2代消防長に田中昭氏就任
5 第7回全国消防救助技術大会(千葉市)陸上の部｢ほふく救出｣､水上の部｢人命救助Ａ｣出場
8 日本消防協会より救急車寄贈
10 九州自動車道における消防相互応援協定締結
12 九州自動車道松橋IC開通に伴い中分署救急隊設置
12 消防職員定数(104名を111名に)条例改正

54 4 熊本県防災行政無線開通(本署)
4 新規職員8名採用､初任科第22期派遣､同年10月卒業(実員111名)

8 第8回全国消防救助技術大会(大阪市)陸上の部｢はしご登はん｣､水上の部｢人命救助Ａ｣｢人命
救助Ｂ｣出場

9 組合臨時議会招集(消防業務を除く天明町加入による規約改正等議決)
55 2 本署:はしご車(24m級)購入(107号車)

◇　消防の沿革
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年 月 経　　　過　　　事　　　項
55 3 本署:日本損害保険協会より化学車寄贈（103号車）

3 はしご車車庫建設､訓練用水槽設置（本署）
8 第9回全国消防救助技術大会（名古屋市）陸上の部｢ほふく救出｣出場
9 熊本県危険物安全協会宇城支部結成

56 4 教材｢消防のしごと｣を作成､管内小学校4年生全員に無償配布
6 火災の激増により特別火災予防運動を行う（1か月）
8 第10回全国消防救助技術大会（横浜市）陸上の部｢はしご登はん｣｢ほふく救出｣出場
12 消防職員定数（111名を121名に）条例改正

57 4 新規職員12名採用､初任科第25期派遣､同年10月卒業（実員121名）
4 大和忠三氏組合長退任
4 田代捨己氏組合長就任
6 第1回婦人防火教室を開催
8 第11回全国消防救助技術大会（横浜市）陸上の部｢ほふく救出｣出場
10 城南分駐所庁舎落成、開所、業務開始

58 3 （社）日本自動車工業会より救急車寄贈
4 新規職員1名採用､初任科第26期派遣､同10月卒業（実員121名）
4 4週5休制試行
8 第12回全国消防救助技術大会（大阪市）水上の部｢基本泳法｣出場
9 新規職員1名補充採用（実員121名）

59 2 60歳定年制条例制定（昭和60年3月31日から施行）
4 新規職員1名採用､初任科第27期派遣､同10月卒業（実員121名）
8 第15回熊本県消防ポンプ操法大会（ポンプ車の部）優勝:三角町消防団（第6・8回以来3回目）

60 3 県農業共済組合連合会より救急車寄贈
6 第11回熊本県消防救助技術大会｢水上の部｣を宇土市で開催
8 第14回全国消防救助技術大会（広島市）水上の部｢基本泳法｣出場
9 火災情報テレホンサｰビス開始（10回線TEL23-3211）

61 7 第12回熊本県消防救助技術大会｢水上の部｣を宇土市で開催
8 日本消防協会より救急車の寄贈
8 第16回熊本県消防ポンプ操法大会（小型ポンプの部）優勝:中央町消防団（第2･5回以来3回目）
9 皇太子､同妃両殿下行啓特別警備本部設置
12 救急救助活動に関する消防応援協定締結

62 1 特別救助隊設置（本署）
4 4週5休制本行
7 宇城幼少年婦人防火委員会発足

63 4 特別救助隊設置（中分署）
平成 3 救助工作車購入､本署に配備
元年 4 消防署長宮本眞津夫氏､消防長職務代理者に就任

7 第15回熊本県消防救助技術大会｢水上の部｣を宇土市で開催
9 第1回｢宇城救急フェア｣を宇土市で開催
10 第1回宇城地区幼年消防大会を宇土市で開催

2 1 4週6休制実施
3 県農業共済組合連合会より救急車寄贈
4 新規職員5名採用､初任科第33期派遣､同年10月卒業（実員121名）
4 本部旗制定
4 田代捨己氏組合長退任
4 西田誠氏組合長就任
6 宇土市と｢緊急通報システム事業委託契約｣締結
7 皇太子殿下行啓特別警備本部設置
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年 月 経　　　過　　　事　　　項
2 8 第1回少年消防クラブ消防署体験学習を開催(1泊2日)

9 第18回熊本県消防ポンプ操法大会(小型ポンプの部)優勝:松橋町消防団
3 4 三角町､不知火町､城南町と｢緊急通報システム事業委託契約｣締結

6 雲仙普賢岳噴火に伴い津波警戒(6月13日～11月30日)
8 第20回全国消防救助技術大会(大阪市)水上の部｢人命救助｣出場

4 1 第3代消防長に宮本眞津夫氏就任
2 熊本県消防大会を宇土市で開催
3 消防職員定数(121名を131名に)条例改正
3 通信指令庁舎落成
6 第1回幼稚園､保育園指導者防火教室開催
9 東分署:日本損害保険協会より消防ポンプ車寄贈（202号車）
10 城南町婦人消防隊､全国婦人消防操法大会で優良賞受賞

5 3 消防緊急通信指令施設稼動
3 消防職員定数(131名を133名に)条例改正
4 完全週休2日制実施（4週8休）
4 管内市町村と初の人事交流（2名）
4 新規職員12名採用､初任科第36期派遣､同年10月卒業(実員133名)
4 第16回県消防職員意見発表会で島松一歩消防士 最優秀賞（九州大会 優秀賞）
5 県農業共済組合連合会より救急車の寄贈
5 通信指令庁舎落成式
8 第22回全国消防救助技術大会(福岡市)水上の部｢基本泳法｣出場

6 4 新規職員1名採用､初任科第37期派遣､同年10月卒業(実員133名)
4 救急救命士資格取得､第1号誕生（前田修一消防副士長）
4 豊野分署開署､業務開始
4 城南分駐所を城南分署に名称変更
5 豊野分署庁舎落成式
8 第23回全国消防救助技術大会(京都市)水上の部｢人命救助｣｢溺者搬送｣出場
11 宇城幼少年婦人防火委員会､日本防火協会より優良団体として受賞

7 3 消防職員定数(133名を143名に)条例改正
3 宇城広域消防衛生施設組合設立20周年記念誌｢20年のあゆみ｣を発刊
4 新規職員12名採用､初任科第38期派遣､同年10月卒業(実員143名)

8 2 住民に対する応急手当普及啓発を目的に普通救命講習会を開催
3 本署:高規格救急車に更新(105号車）
4 網田分署開署､業務開始
5 網田分署庁舎落成式
6 第1回シルバｰ防火教室を開催

9 6 第23回熊本県消防救助技術大会｢水上の部｣宇土市で開催
8 第26回全国消防救助技術大会(千葉市)水上の部｢人命救助｣出場

10 4 第4代消防長に伊藤年一氏就任
4 新規職員3名採用､初任科第41期派遣､同年10月卒業(実員143名)
4 西分署:県農業共済連合会より救急車寄贈(405号車）
4 西田誠氏組合長退任
5 田口信夫氏組合長就任
8 第27回全国消防救助技術大会(大阪市)陸上の部｢斜めブリッジ救助｣出場

11 3 中分署:日本損害保険協会より高規格救急車の寄贈(305号車)
4 新規職員4名採用､初任科第42期派遣､同年10月卒業(実員142名)
9 台風18号による高潮被害で不知火町松合地区甚大な被害、12名が死亡
10 緊急消防援助隊九州ブロック合同訓練初参加
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年 月 経　　　過　　　事　　　項
11 11 第7回熊本県幼年消防大会を宇土市で開催
12 3 消防職員定数(143名を153名に)条例改正
13 1 本部､署内の情報ネットワｰク化開始

4 第5代消防長に渡辺正孝氏就任
4 熊本県防災消防航空隊へ隊員1名出向(平成15年3月まで）
4 新規職員12名採用､初任科第44期派遣､同年10月卒業(実員153名)
8 熊本県防災消防航空隊と合同救急搬送訓練実施(宇土市防災センター)
8 第30回全国消防救助技術大会(東京都)水上の部｢人命救助｣出場
9 皇太子殿下､不知火町松合高潮被災地ご視察
10 熊本県消防長会秋季総会(宇土マリーナ)

14 1 ｢うき防災フェア'02｣開催(宇土市民会館)
4 第6代消防長に松浦孝一氏就任
4 小川分署開署、業務開始
4 新規職員2名採用(実員153名)
5 小川分署庁舎落成式
5 元消防長田中昭氏勲5等瑞宝章を受章
7 第28回熊本県消防救助技術大会｢水上の部｣を宇土市で開催
11 宇城広域消防衛生施設組合職員に対し衛生管理委員会発足
12 大規模災害救急救助訓練実施(宇土市体育館周辺)

15 1 ｢うき防災フェア’03｣開催(松橋町：ウイングまつばせ)
3 宇城広域消防本部マスタープラン策定
3 熊本県防災消防航空隊へ出向中の隊員出向期間を終了
4 第7代消防長に磯部義昭氏就任
4 熊本県防災消防航空隊へ隊員1名出向(平成17年3月まで）
5 SARS対策マニュアル策定
6 第2回熊本県救急教育セミナー開催(松橋町：ウイングまつばせ)
7 水俣市土石流災害で熊本県消防相互応援協定により捜索活動実施
11 宇城広域消防本部公式ホームページ開設

16 1 ｢うき防災フェア’04in城南｣開催(城南町:火の君総合文化センター)
6 高機能消防総合指令センター運用開始
8 第16回全国農業青年交換大会に皇太子殿下御来熊特別警備本部設置(中央町役場で御休憩)
9 ｢宇城救急フェア2004｣開催(小川町ダイヤモンドシティ)
10 宇城広域消防本部発足30周年及び高機能消防通信指令センター落成記念式
10 宇城広域消防衛生施設組合創立30周年記念誌｢30周年のあゆみ｣を発刊
10 小木保育園幼年消防クラブ鼓笛隊セット寄託式(城南町)
11 中央町・砥用町が合併し｢美里町｣誕生
11 美里町消防団が発足。11分団､団員総数660名。初代団長に渡辺次義氏就任

17 1 不知火町・三角町・松橋町・小川町・豊野町が合併し「宇城市」が誕生
1 宇城消防職員意見発表会開催(宇城市小川町｢ラポート｣)
1 ｢うき防災フェア’05in小川｣開催(宇城市小川町｢ラポート｣)
1 本署:30ⅿ級先端屈折はしご付き消防自動車に更新・納車(107号車）
4 第8代消防長に杉本貴美男氏就任
5 宇城ＭＣ協議会主催｢大規模災害対応訓練｣を実施
9 ｢宇城救急フェア2005｣開催(宇城市小川町｢ダイヤモンドシティ熊本南｣)
10 西分署:ＣＡＦＳ搭載ポンプ車に更新(402号車)
10 第17回全国女性消防操法大会(横浜市)宇土市女性消防隊､準優勝
11 第7回熊本県下消防大規模災害対応訓練を宇城市三角町で開催
11 豊野分署:高規格救急車に更新(605号車)
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18 1 ｢うき防災フェア’06in富合｣開催(富合町役場前及び｢アスパル富合｣)

1 東分署:高規格救急車に更新(205号車)
3 熊本県防災消防航空隊へ出向中の隊員出向期間を終了
4 新規職員5名採用(消防職4名､救急救命士職1名)､初任科第49期派遣(実員154名)
4 第29回熊本県消防職員意見発表会を富合町｢アスパル富合｣で開催
8 第35回全国消防救助技術大会(札幌市)陸上の部｢ロープブリッジ救出｣出場
9 ｢宇城救急フェア2006｣開催(宇土市「宇土シティ｣)
11 第1回宇城地区女性消防軽可搬ポンプ操法大会開催(宇土市防災センター)
11 まこと幼稚園幼年消防クラブ鼓笛隊セット寄託式(宇城市松橋町)
11 東分署:ＣＡＦＳ搭載ポンプ車に更新(202号車)
12 元消防司令長､本田勝嘉氏(危険業務従事者叙勲)瑞宝単光章を受章

19 1 ｢うき防災フェア’07in美里｣開催(美里町役場中央庁舎)
1 網田分署:高規格救急車に更新(805号車)
4 宇城管内五つの一部事務組合と宇城広域連合が統合される
4 宇城広域連合との統合により｢宇城広域消防衛生施設組合｣から｢宇城広域連合｣へ
4 初代連合長に田口信夫氏就任
4 第9代消防長に中島幸義氏就任
4 熊本県防災消防航空隊へ隊員1名出向(平成22年3月まで）
4 新規職員6名採用(消防職6名）､初任科第50期派遣(実員155名)
7 美里町豪雨災害で早楠地区､柏川地区､坂本地区他甚大な被害
8 第36回全国消防救助技術大会(東京都)陸上の部｢ロープブリッジ救出｣出場
9 ｢宇城救急フェア2007｣開催(宇城市小川町｢ダイヤモンドシティ・バリュー｣)
10 第2回宇城地区女性消防軽可搬ポンプ操法大会開催(宇城市豊福グラウンド)
10 第一幼育園幼年消防クラブ鼓笛隊セット寄託式(富合町)
11 南消防署庁舎落成式、救助工作車配備
11 三角分署:高規格救急車に更新(405号車）

20 1 ｢うき防災フェア'08in宇土｣開催(宇土市民体育館周辺)
4 新規職員7名採用(消防職5名､救急救命士職2名内女性消防士2名)初任科第51期派遣(実員159名)　
5 元消防司令長中島義春氏､元消防司令長岩村克己氏(危険業務従事者叙勲)瑞宝単光章を受章
8 第37回全国消防救助技術大会(北九州市)陸上の部｢はしご登はん｣｢引揚救助｣出場
9 ｢宇城救急フェア2008｣開催(宇土市｢宇土シティ｣)
10 わかき保育園幼年消防クラブ鼓笛隊セット寄託式(宇城市三角町)
11 元消防正監宮本眞津夫氏(危険業務従事者叙勲)瑞宝双光章を受章
12 城南分署:高規格救急車に更新(505号車）

21 1 ｢うき防災フェア'09in宇城｣開催(宇城市役所周辺)
2 宇城広域消防本部携帯サイト運用開始
4 第10代消防長に河野富寛氏就任
4 新規職員5名採用(消防職4名､救急救命士職1名内女性消防士1名)初任科第52期派遣(実員160名)
8 FAX119番・Eメール119番運用開始
8 第1回熊本県女性消防操法大会開催（城南町「火の君総合文化センター」）
10 第19回全国女性消防操法大会(横浜市)美里町女性消防隊､準優勝
11 元消防監佐方大和氏(危険業務従事者叙勲)瑞宝双光章受章

22 1 ｢うき防災フェア'10in城南｣開催(城南町:火の君総合文化センター)
4 第11代消防長に橘忠義氏就任
4 新規職員12名採用(消防職10名、救急救命士職2名)初任科第53期派遣(実員162名)
4 元消防正監渡辺正孝氏､元消防監前田大和氏(危険業務従事者叙勲)瑞宝双光章受章
4 田口信夫氏退任
4 篠﨑鐵男氏就任
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年 月 経　　　過　　　事　　　項
22 11 元消防監高山正辰氏(危険業務従事者叙勲)瑞宝単光章受章
23 1 ｢うき防災フェア'11in美里｣開催(美里町役場中央庁舎)

3 緊急消防援助隊宇城隊(第1次､第2次計12名､車両2台)が東日本大震災の被災地(宮城県仙台
市)へ出動(3月14日から3月23日まで)

4 新規職員8名採用(消防職8名)初任科第54期派遣(実員163名)
4 指揮隊設置(南消防署配置)
8 第2回熊本県女性消防操法大会開催（宇城市役所）
10 第20回全国女性消防操法大会(横浜市)美里町女性消防隊､準優勝
11 元消防正監松浦孝一氏(危険業務従事者叙勲)瑞宝双光章受章

24 1 小川分署:救急車を高規格救急車に更新(905号車)
1 ｢うき防災フェア’12in宇土｣開催(宇土シティモール)
2 携帯電話位置情報システム(統合型)運用開始
2 南消防署:化学消防車を更新(303号車)
3 ｢うき防火防災写真展｣開催(宇土シティモール)
4 新規職員9名採用(消防職8名､救急救命士職１名)初任科第55期派遣(実員161名)
7 九州北部大災害による大規模災害応援(阿蘇市)
9 熊本県下大規模災害対応訓練参加（吉無田高原）
10 堅志田保育園幼年消防クラブ和太鼓セット寄託式(美里町)
12 北消防署:ポンプ車(102号車)､南消防署ポンプ車(302号車)更新

25 1 ｢うき防災フェア'13in宇城｣開催(宇城市役所)
2 篠﨑鐵男氏退任
2 守田憲史氏就任
4 第12代消防長に坂下勲氏就任
4 新規職員7名採用(消防職7名)内6名初任科第56期派遣(実員161名)
4 宇城広域連合へ人事交流のため1名派遣(2年間)
8 第42回全国消防救助技術大会(広島市)陸上の部｢はしご登はん｣出場
10 小木保育園幼年消防クラブ和太鼓セット寄託式(城南町)
11 熊本県下消防大規模災害対応訓練参加(水俣市)
11 宇城市婦人防火クラブが自治体消防65周年記念表彰受賞

26 1 ｢うき防災フェア’14in美里｣開催(美里町役場中央庁舎)
2 北消防署:資機材搬送車(110号車)更新
3 高機能消防指令センター･消防救急デジタル無線システム運用開始
3 熊本市が宇城広域連合から脱退(熊本市南区富合町・城南町が管轄から外れる)
4 新規職員4名採用(消防職3名､救急救命士職1名)内3名初任科第58期派遣(実員152名)
4 熊本県防災消防航空隊1名派遣(3年間)
4 元消防司令堀田正男氏(危険業務従事者叙勲)瑞宝双光章受章
7 宇城市小川町｢松崎製材所｣火災
9 砥用音楽幼稚園幼年消防クラブ鼓笛隊セット寄託式（美里町）

27 1 ｢うき防災フェア’15in宇土｣開催(宇土シティモール)
2 北消防署:高規格救急車(105号車)更新
4 新規職員7名採用(消防職5名､救急救命士職2名)内6名初任科第59期派遣(実員150名)
9 初任科第60期1名派遣(平成28年2月卒業)
9 轟保育園幼年消防クラブ鼓笛セット寄託式(宇土市)
10 熊本県下消防大規模災害対応訓練参加(阿蘇市)
11 元消防監中園久道氏(危険業務従事者叙勲)瑞宝双光章受章

28 1 ｢うき消防ふれあいフェア｣開催(イオンモール宇城):防災フェアから名称変更
4 第13代消防長に岩本和也氏就任
4 新規職員7名採用(消防職6名､救急救命士職1名)初任科第61期派遣(実員145名)
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年 月 経　　　過　　　事　　　項
28 4 再任用制度運用開始(再任用職員6名採用)

4 平成28年熊本大震災により県下に甚大な被害が発生
6 集中豪雨による土砂災害で人的被害が発生(宇土市住吉町､椿原町)
8 第45回全国消防救助技術大会(松山市)陸上の部｢応用登はん｣、水上の部｢基本泳法｣出場
11 緊急消防援助隊九州ブロック合同訓練参加(長崎県島原市)
11 ｢うき消防ふれあいフェア｣開催(宇土シティモール)

29 3 消防本部警防課:指令車(701号車)､南消防署:指令車(301号車)､南消防署:高規格救急車(305号
車)､美里分署:高規格救急車(205号車)更新

4 新規職員5名採用(消防職4名､救急救命士職1名)初任科第62期派遣(実員145名)
5 元消防監中島幸義氏･元消防司令長黒田健次氏(危険業務従事者叙勲)瑞宝双光章受章

7 緊急消防援助隊宇城隊(第1次から第7次計37名)が九州北部豪雨のため(福岡県朝倉市･大分県日
田市)へ出動(7月5日から7月25日まで)

9 ｢うき救急フェア2017｣開催(イオンモール宇城)
10 正副連合長先進地視察研修(茨城県)
11 元消防司令長野口幸氏(危険業務従事者叙勲)瑞宝双光章受章
11 ｢うき消防ふれあいフェア｣開催(宇土シティモール)
11 緊急消防援助隊九州ブロック合同訓練参加(佐賀県武雄市)

11 消防本部:連絡車(704号車)､豊野分署:高規格救急車(605号車)､網田分署:高規格救急車(805号
車)､三角分署:高規格救急車(405号車)更新

30 3 幼年消防クラブ｢防火啓発パレード｣実施(イオンモール宇城)
3 自治体消防制度70周年記念式典及び自治体活性化大会(東京都墨田区:国技館)
4 新規職員2名採用(消防職2名)初任科第63期派遣(実員63名)
6 宇城広域連合消防本部・北消防署新庁舎耐震建設基本構想策定
8 第47回全国消防救助技術大会(京都市)陸上の部｢ほふく救出｣（台風20号等の影響により中止）
9 「うき救急フェア2018」開催（イオンモール宇城）
11 「うき消防ふれあいフェア」開催(イオンモール宇城)
11 消防本部:予防査察車（702号車）更新

31 3 美里分署:連絡車（201号車）更新
3 宇城広域連合消防本部・北消防署新庁舎耐震建設基本計画策定
4 第14代消防長に坂本勝夫氏就任
4 新規職員10名採用(消防職9名､救急救命士職1名)内9名初任科第64期派遣(実員152名)

 令和  
 元年 5 元消防監河野富寛氏(危険業務従事者叙勲)瑞宝双光章受章

8 緊急消防援助隊宇城隊(第1次隊10名)が令和元年佐賀豪雨のため佐賀県武雄市へ出動(8月28日
から8月31日まで)

9 「うき救急フェア2019」開催（イオンモール宇城）
11 「うき消防ふれあいフェア」開催(宇土シティモール)

2 3 南消防署:救助工作車（308号車）更新

3 総務省消防庁から無償貸与された緊急消防援助隊の中型水陸両用車及び搬送車を県内（九州）
で初めて導入し南消防署に配備

4 新規職員6名採用（消防職5名、救急救命士職1名）初任科第65期派遣（実員152名）

7 県内相互応援隊（計49名）が令和2年7月豪雨のため（水俣市、津奈木町、鏡町、人吉市）へ
出動（7月4日から8月1日まで）

7 令和2年7月豪雨の発生による熊本県南部地域豪雨災害の伴う合同一斉捜索（7月20日、21日）
11 元消防司令福永光氏(危険業務従事者叙勲)瑞宝単光章受章
12 消防職員定数（155名を160名に）条例改正

3 3 小川分署:消防自動車（902号車）更新
4 第15代消防長に釜賀浩幸氏就任
4 新規職員10名採用（消防職9名、救急救命士職1名）初任科第66期派遣（実員156名）
5 元消防司令長園田幸二氏(危険業務従事者叙勲)瑞宝双光章受章

4 3 北消防署:高規格救急車(106号車)更新
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総務課

予防課

警防課

通信指令課

第１指揮課

第２指揮課

指導課

消防１課

消防２課

美里分署

網田分署

消防２課

指導課

消防１課

三角分署

豊野分署

小川分署

消
防
本
部

消
防
部
局

会
計
管
理
者

副
連
合
長

連
合
長

議
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北
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防
署

南
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防
署

事
務
局
部
局

監
査
委
員

選
挙
管
理
委
員
会

定 数 実 員 構成市町から出向

事務局部局 54 人 24 人 7 人

消 防 部 局 160 人 159 人 0 人

合 計 214 人 183 人 7 人

◇　宇城広域連合機構図
（令和4年4月1日現在）
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◇　定数及び任期

定
　
数

関係市町名 議　員 連合長 副連合長 会計管理者 監査委員

宇　土　市 3
関係市町の長の
うちから、関係
市 町 の 長 が 投
票によりこれを
選挙する。

広域連合長に選
任された市町の
長以外の関係市
町の長をもって
充てる。

広域連合長の補
助機関である職
員のうちから、
広域連合長が命
ずる。

識見を有する者
2名

宇　城　市 5

美　里　町 2

計 10

任　期

関 係 市 町
の 議 会 の
議 員 と し
て 任 期 と
する。

広域連合長及び副広域連合長
の任期は、関係市町の長とし
ての任期による。

―

識見を有する者
4年

広域連合議員
議員の任期

◇　歴代組合長及び連合長
歴　　代 氏　名 就任年月日 退任年月日

初　　　　　代 大　和　忠　三 昭和49年  4月  1日 昭和57年  4月28日
第　　２　　代 田　代　捨　己 昭和57年  4月30日 平成２年  4月28日
第　　３　　代 西　田　　　誠 平成２年  4月29日 平成10年  4月28日
第　　４　　代 田　口　信　夫 平成10年  5月  8日 平成19年  3月31日
初 代 連 合 長 田　口　信　夫 平成19年  4月  1日 平成22年  4月28日

第　　２　　代 篠　﨑　鐵　男 平成22年  4月30日 平成25年  2月26日
第　　３　　代 守　田　憲　史 平成25年  2月27日 現 在 に 至 る

◇　歴代消防長
歴　代 氏　名 就任年月日 退任年月日

初　　　代 奥　村　義　人 昭 和 4 9 年 4 月 1 日 昭 和 52年 2 月 １ 日
第　２　代 田　中　　　昭 昭 和 5 3 年 5 月 1 日 平 成 元 年 3 月 3 1 日
第　３　代 宮　本　眞津夫 平 成 ４ 年 1 月 1 日 平成10年3月31日
第　４　代 伊　藤　年　一 平 成 1 0 年 4 月 1 日 平成13年3月31日
第　５　代 渡　辺　正　孝 平 成 1 3 年 4 月 1 日 平成14年3月31日
第　６　代 松　浦　孝　一 平 成 1 4 年 4 月 1 日 平成15年3月31日
第　７　代 磯　部　義　昭 平 成 1 5 年 4 月 1 日 平成17年3月31日
第　８　代 杉　本　貴美男 平 成 1 7 年 4 月 1 日 平成19年3月31日
第　９　代 中　島　幸　義 平 成 1 9 年 4 月 1 日 平成21年3月31日
第　10　代 河　野　富　寛 平 成 2 1 年 4 月 1 日 平成22年3月31日
第　11　代 橘　　　忠　義 平 成 2 2 年 4 月 1 日 平成25年3月31日
第　12　代 坂　下　　　勲 平 成 2 5 年 4 月 1 日 平成28年3月31日
第　13　代 岩　本　和　也 平 成 2 8 年 4 月 1 日 平成31年3月31日
第　14　代 坂　本　勝　夫 平 成 3 1 年 4 月 1 日 令 和 ３ 年 3 月 3 1 日
第　15　代 釜　賀　浩　幸 令 和 ３ 年 4 月 1 日 現 在 に 至 る
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署 所 名 消防本部・北消防署

所 在 地 宇土市新松原町 159-1

構 造 鉄筋コンクリート造 2 階建

建 築 面 積 634.9㎡

延 べ 面 積 1,175.4㎡

敷 地 面 積 4,594.3㎡

建 築 年 月 日 昭和 51 年 6 月 30 日

署 所 名 通信指令棟

所 在 地 宇土市新松原町 159-1

構 造 鉄筋コンクリート造 2 階建

建 築 面 積 145.5㎡

延 べ 面 積 296.1㎡

敷 地 面 積 4,594.3㎡

建 築 年 月 日 平成 4 年 3 月 13 日

署 所 名 南消防署

所 在 地 宇城市松橋町豊崎 1547-1

構 造 鉄筋コンクリート造 2 階建

建 築 面 積 1,029.7㎡

延 べ 面 積 1,552.7㎡

敷 地 面 積 11,408.0㎡

建 築 年 月 日 平成 19 年 10 月 30 日

署 所 名 美里分署

所 在 地 下益城郡美里町大窪 837-5

構 造 鉄筋コンクリート造平屋建

建 築 面 積 272.0㎡

延 べ 面 積 260.2㎡

敷 地 面 積 975.6㎡

建 築 年 月 日 昭和 49 年 9 月 30 日

◇　消防庁舎の現況（１）
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署 所 名 三角分署

所 在 地 宇城市三角町中村 102-3

構 造 鉄筋コンクリート造平屋建

建 築 面 積 316.0㎡

延 べ 面 積 299.7㎡

敷 地 面 積 976.0㎡

建 築 年 月 日 昭和 49 年 9 月 30 日

署 所 名 豊野分署

所 在 地 宇城市豊野町山崎 385-1

構 造 鉄筋コンクリート造平屋建

建 築 面 積 331.2㎡

延 べ 面 積 315.5㎡

敷 地 面 積 3,565.1㎡

建 築 年 月 日 平成 6 年 3 月 22 日

署 所 名 網田分署

所 在 地 宇土市上網田町 3651-1

構 造 鉄骨造平屋建

建 築 面 積 397.1㎡

延 べ 面 積 363.5㎡

敷 地 面 積 2,958.0㎡

建 築 年 月 日 平成 8 年 3 月 13 日

署 所 名 小川分署

所 在 地 宇城市小川町南部田 130-1

構 造 鉄筋コンクリート造平屋建

建 築 面 積 442.8㎡

延 べ 面 積 368.6㎡

敷 地 面 積 2,884.0㎡

建 築 年 月 日 平成 14 年 3 月 15 日

◇　消防庁舎の現況（２）
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◇　常備消防予算の概要
（歳入） （単位：千円）

款 項 令和４年度 令和３年度 比較 伸率（％）

分担金及び負担金 負 担 金 1,505,795 1,481,171 24,624 1.66

使用料及び手数料 使 用 料 97 252 △ 155 △ 61.51

使用料及び手数料 手 数 料 2,200 5,000 △ 2,800 △ 56.00

県 支 出 金 県 補 助 金 100 100 0 0.00

県 支 出 金 委 託 金 90 76 14 18.42

財 産 収 入 財 産 運 用 収 入 1 9 △ 8 △ 88.89

諸 収 入 雑 　  入 7,285 7,177 108 1.50

広 域 連 合 債 広 域 連 合 債 123,400 83,700 39,700 47.43

歳　入　合　計 1,638,968 1,577,485 61,483 3.90

（歳出） （単位：千円）
款（目） 令和４年度 令和３年度 比較 伸率（％）

消　防　費（常備消防費） 1,319,654 1,304,668 14,986 1.15

消　防　費（消防施設費） 147,009 140,652 6,357 4.52

公　債　費 169,305 128,165 41,140 32.10

予　備　費 3,000 4,000 △ 1,000 △ 25.00

歳　出　合　計 1,638,968 1,577,485 61,483 3.90

令和４年度市町別一般会計予算と消防予算（当初） （単位：百万円）

区分
市町 一般会計予算 消防費予算

消防費内訳 一 般 会 計 と
消防費の比率

（％）常　備 非常備 その他

宇　土　市 19,010.0 673.2 471.4 133.8 68.1 3.54

宇　城　市 33,120.8 1,126.2 827.7 138.2 160.3 3.40

美　里　町 7,055.0 281.5 204.4 45.1 32.0 3.99

合　　　計 59,185.8 2,080.9 1,503.5 317.1 260.4 3.52







— 17 —

総
　
　
　
　
務

　
　
　
　
課

財
　
　
政

　
　
係

（１）　渉外に関すること。
（２）　予算その他財政一般に関すること。
（３）　庁舎及び諸施設の維持管理に関すること。
（４）　予算の経理に関すること。
（５）　職員の給与に関すること。
（６）　貸与品に関すること。
（７）　物品の出納、保管、購入契約等に関すること。
（８）　職員の公務災害及び健康管理に関すること。
（９）　公印に関すること。
（10）　会計支払、支出負担行為調書及び支出証票に関すること。
（11）　旅費の請求に関すること。
（12）　経理に関すること。
（13）　文書の収発、分類及び整理に関すること。
（14）　その他財政係の分掌として適当とする事項。

総
　
務

　
係

（１）　職員の定数、配置、人事及び勤務に関すること。
（２）　消防長会及び消防協会の事務に関すること。
（３）　消防職員委員会に関すること。
（４）　職員の福利厚生に関すること。
（５）　職員の任免、分限、懲戒、服務、賞罰その他身分に関すること。
（６）　職員の採用試験、昇任試験等に関すること。
（７）　職員の人事記録の管理に関すること。
（８）　職員の研修、教養及び監察に関すること。
（９）　叙勲及び各種表彰に関すること。
（10）　職員育成に関する調査研究に関すること。
（11）　その他総務係の分掌として適当とする事項。

企 
画 

広 

報 

係

（１）　�組織制度及び組織運営に係る企画調査研究並びに総合企画調整の実施に関する
こと。

（２）　消防関係例規の成案審査、制定手続等に関すること。
（３）　消防統計に関すること。
（４）　消防行政の調査研究に関すること。
（５）　月刊誌及び季刊誌の発行に関すること。
（６）　消防広報に関すること。
（７）　消防年報の作成に関すること。
（８）　ホームページの運営に関すること。
（９）　その他企画広報係の分掌として適当とする事項。

予
　
　
防

　
　
課

危
　
険

　
物

　
係

（１）　危険物製造所等の許可･認可等の規制及び検査･指導に関すること。
（２）　危険物取扱者の指導育成に関すること。
（３）　危険物施設の違反処理に関すること。
（４）　指定可燃物の規制に関すること。
（５）　少量危険物の規制に関すること。
（６）　液化石油ガス等に関すること。
（７）　電気工作物に関すること。
（８）　火薬類消費許可等に関すること。
（９）　高圧ガスに関すること。
（10）　危険物安全協会の推進に関すること。
（11）　その他危険物係の分掌として適当とする事項。

◇　事務分掌（消防本部） （令和4年４月１日現在）
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予
　
防

　
課

予
　
防

　
係

（１）　防火防災思想の普及指導及び防火広報に関すること。
（２）　防火対象物の調査・検査及び指導に関すること。
（３）　防火対象物の違反処理に関すること。
（４）　建築確認の同意事務に関すること。
（５）　防火管理者の講習及び育成指導に関すること。
（６）　消防用設備等及び火気設備の指導に関すること。
（７）　自主防災組織の事務に関すること。
（８）　予防関係届出等の指導及び処理に関すること。
（９）　火災予防及び運動等の事務に関すること。
（10）　防火委員会及び消防協会の事務に関すること。
（11）　その他予防係の分掌として適当とする事項。

警
　
防

　
課

警
　
防

　
係

（１）　警防対策、計画の調査、研究、立案及び実施に関すること。
（２）　非常災害時の対策に関すること。
（３）　国民保護に関すること。
（４）　消防相互応援に関すること。
（５）　火災調査に関すること。
（６）　火災等の災害報告及びその統計に関すること。
（７）　り災証明に関すること。
（８）　消防団に関すること。
（９）　消防用車両、機械器具の登録、検査、維持、管理等に関すること。
（10）　職員の教養及び安全管理に関すること。
（11）　開発行為の協議に関すること。
（12）　救助業務、計画、訓練、統計、研究及び指導に関すること。
（13）　水難救護に関すること。
（14）　その他警防係の分掌として適当とする事項。

救 

急 
係

（１）　救急業務、計画、訓練、統計、研究及び指導に関すること。
（２）　応急手当の普及啓発に関すること。
（３）　救急医療機関との連絡調整に関すること。
（４）　メディカルコントロール体制の推進に関すること。
（５）　救急事後検証に関すること。
（６）　その他救急係の分掌として適当とする事項。

通
　
信

　
指

　
令

　
課

通 

信 

係

（１）　消防通信の運用に関すること。
（２）　消防通信施設及び器具の整備保全並びに管理運用に関すること。
（３）　消防通信に係る調査及び研究に関すること。
（４）　防災行政無線の運用に関すること。
（５）　その他通信係の分掌として適当とする事項。

情
報
管
理
係

（１）　火災、救急その他災害現場の指令管制及び支援情報の伝達等に関すること。
（２）　気象情報、災害情報等及び救急医療情報の収集、連絡に関すること。
（３）　関係機関への連絡に関すること。
（４）　職員の非常招集に関すること。
（５）　火災等災害統計に関すること。
（６）　その他情報管理係の分掌として適当とする事項。

指
　
揮

　
課

（１）　各種情報の収集及び整理に関すること。
（２）　災害等の実態把握に関すること。
（３）　出場隊の把握及び安全管理に関すること。
（４）　災害現場広報に関すること。
（５）　職員の安全管理及び技能指導に関すること。
（６）　警防訓練計画の策定に関すること。
（７）　関係資料の確保及び関係機関との連携に関すること。
（８）　その他指揮課の分掌として適当とする事項。



— 19 —

◇　事務分掌（消防署）
指

　
導

　
課

指
　
導

　
係

（１）　署員の教養及び教育訓練に関すること。
（２）　予防事務に関すること。
（３）　自主防災並びに防火思想の普及啓発及び指導育成に関すること。
（４）　その他指導係の分掌として適当とする事項。

消
　
防

　
課

消
　
防

　
係

（１）　警防計画及び訓練に関すること。
（２）　火災の警戒防ぎょに関すること。
（３）　水火災その他特殊災害に関すること。
（４）　消防地理及び水利に関すること。
（５）　火災の原因及び損害の調査に関すること。
（６）　火災業務の報告及び統計に関すること。
（７）　消防機械器具の維持管理に関すること。
（８）　車両の運行管理に関すること。
（９）　消防団の訓練指導に関すること。
（10）　署員の教養及び教育訓練に関すること。
（11）　予防事務に関すること。
（12）　庁舎施設見学に関すること。
（13）　�管内住民、事業所、団体等の消防訓練指導事務及び防火防災思想の普及指導及

び育成に関すること。
（14）　消防広報及び消防相談に関すること。
（15）　署員の服務、規律及び教養に関すること。
（16）　その他消防係の分掌として適当とする事項。

救
　
急

　
係

（１）　救急業務に関すること。
（２）　救急訓練計画及び指導実施に関すること。
（３）　救急業務の報告及び統計に関すること。
（４）　救急資機材の維持管理に関すること。
（５）　関係医療機関に関すること。
（６）　救急の知識･技術の普及啓発に関すること。
（７）　署員の救急関連教育訓練に関すること。
（８）　その他救急係の分掌として適当とする事項。

救
　
助

　
係

（１）　救助業務に関すること。
（２）　救助業務の報告及び統計に関すること。
（３）　隊員の教育訓練に関すること。
（４）　署員の救助関連教育訓練に関すること。
（５）　救助活動の諸計画に関すること。
（６）　その他救助係の分掌として適当とする事項。
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◇　事務分掌（分署）

分
　
　
　
　
　
署

消
　
防

　
係

（１）　警防計画及び訓練に関すること。
（２）　火災の警戒防ぎょに関すること。
（３）　水火災その他特殊災害に関すること。
（４）　消防地理及び水利に関すること。
（５）　火災の原因及び損害の調査に関すること。
（６）　火災業務の報告及び統計に関すること。
（７）　消防機械器具の維持管理に関すること。
（８）　車両の運行管理に関すること。
（９）　消防団の訓練指導に関すること。
（10）　予防事務に関すること。
（11）　庁舎施設見学に関すること。
（12）　�管内住民、事業所、団体等の消防訓練指導事務及び防火防災思想の普及指導

及び育成に関すること。
（13）　消防広報及び消防相談に関すること。
（14）　署員の教養及び教育訓練に関すること。
（15）　署員の服務、教養その他庶務に関すること。
（16）　その他消防係の分掌として適当とする事項。

救
　
急

　
係

（１）　救急業務に関すること。
（２）　救急訓練計画及び指導実施に関すること。
（３）　救急業務の報告及び統計に関すること。
（４）　救急資機材の維持管理に関すること。
（５）　関係医療機関に関すること。
（６）　救急の知識･技術の普及啓発に関すること。
（７）　署員の救急関連教育訓練に関すること。
（８）　その他救急係の分掌として適当とする事項。

指 

導 

係

（１）　署員の教養及び教育訓練に関すること。
（２）　予防事務に関すること。
（３）　自主防災並びに防火思想の普及啓発及び指導育成に関すること。
（４）　その他指導係の分掌として適当とする事項。
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◇　消防職員の状況

階級等別
所　属

消防吏員 事務
職員 計

消防監 消防
司令長

消防
司令

消防
司令補

消防
士長

消防
副士長 消防士

消
　
防

　
本

　
部

消 防 長 1 1

次 長 1 1

総 務 課 1 1 2 4   (1) 8(1)

予 防 課 1 1 1 2 1 6

警 防 課 1 1 1 1 4

通信指令課 1 4 2 2 9

指 揮 課 4 2 6

派 遣 ・
研 修 等 1 3 4

消   
　
防
　   
署

北 消 防 署 1 2 6 9 4 11 33

美 里 分 署 2 2 6 3 3 16

網 田 分 署 2 2 3 3 10

南 消 防 署 1 4 4 10 4 8 31

三 角 分 署 2 1 6 1 10

豊 野 分 署 2 1 4 3 10

小 川 分 署 2 1 4 3 10

計 1 7 27 23 53 23 25 （1） 159(1)

消防職員は、住民の安全を守る防災担当者として、火災の防ぎょ、救急、救助その他のあらゆる災害の
防除のため、日夜その責務を担って業務遂行に当たり住民の安全確保に努めています。

（令和4年４月１日現在）

（  ）は会計年度任用職員
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◇　消防力の整備指針による基準消防力と現有消防力
（令和４年４月１日現在）

署　所

区　分 基準数 現有数 充 足 率
（%） 備　考

市　街　地 2 2 100.0 

そ　の　他 5 5 100.0 

消防自動車等

消防ポンプ自動車 8 8 100.0 水槽付ポンプ車含む

はしご付消防ポンプ自動車 1 1 100.0 30ｍ級

化学消防車 1 1 100.0 

指　揮　車 2 1 50.0 

消　防　艇 1 0 0.0 

特 殊 車 等 7 7 100.0 

救急自動車 9 9 100.0 

救助工作車 2 2 100.0 

消防ポンプ自動車（非常用） 1 1 100.0 

救急自動車（非常用） 1 1 100.0 

区分 現有施設に
対する基準 現有職員数 充 足 率

（%） 備　考

消防本部・
署人員

指 揮 隊 員 18 6 33.3 

消 防 隊 員 129 83 64.3 

救 急 隊 員 18 21 116.7 

救 助 隊 員 30 18 60.0 

通　信　員 15 9 60.0 

庶務の処理等の人員 16 16 100.0 

予防要員（専従員） 21 6 28.6 

計 247 159 64.4 
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◇　協定書に基づく応援等について
協定名称 協定団体 締結年月日

海上における船舶火災の消防活動
に関する業務協定書 熊本海上保安部 平成30年3月1日

万坂トンネルにおける事故発生時
の通報及び出動に関する協定書

矢部土木事務所
矢部（現山都）警察署
松橋（現宇城）警察署

上益城消防組合消防本部

昭和52年7月1日

熊本県防災消防ヘリコプター応援
協定

熊本県下全市町村
熊本県下全消防本部 平成13年3月28日

熊本県消防相互応援協定 熊本県下全市町村
熊本県下全消防本部 平成27年4月1日

九州自動車道における消防相互応
援協定

九州自動車道沿線市町村
九州自動車道沿線消防本部 平成27年4月1日
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◇　階級別特殊技能取得状況

消防監 消防         
司令長

消防        
司令

消防        
司令補

消防        
士長

消防         
副士長 消防士 合計

普通１種自動車運転免許（準中型含む） 1 7 27 23 53 23 25 159
中型１種自動車運転免許 5 5 35 13 7 65
大型１種自動車運転免許 1 5 20 21 38 15 3 103
大型２種自動車運転免許 1 1
大型特殊自動車運転免許 2 5 17 8 32
救急救命士 2 11 6 16 4 3 42
応急手当指導員 1 7 27 23 53 23 22 156
JPTEC PROVIDER 1 4 5 15 1 26
JPTEC インストラクター 2 2 2 6
ACLS インストラクター 0
ICLS インストラクター 2 3 1 2 8
潜水士 4 12 13 32 10 71
水上安全法救助員 1 1
着衣泳指導員 4 6 9 19
防火査察（予防技術資格者） 1 2 8 15 1 27
消防用設備等（予防技術資格者） 1 1 5 4 1 12
危険物（予防技術資格者） 2 2 5 3 12
消防設備士（甲） 1 1
消防設備士（乙） 4 14 14 4 1 37
防火対象物点検資格者 1 1
危険物取扱者（甲） 1 1 2
危険物取扱者（乙） 1 7 24 23 29 10 14 108
陸上特殊無線技士 1 7 27 23 53 23 22 156
アマチュア無線技士 1 1 2
小型船舶操縦士 1 2 14 11 24 4 56
第１種衛生管理者 2 1 3
毒物劇物取扱者 1 1
酸素欠乏・硫化水素危険作業主
任者 2 18 18 17 55

特定化学物質等作業主任者 1 2 1 2 6
小型移動式クレーン 2 10 9 23 2 46
玉掛技能者 2 11 8 14 1 36
高所作業車運転技能者 1 1 2
車両系建設機械運転技能者 1 1 2
可搬ポンプ整備資格者 0
電気工事士 1 1
小型ボイラー 1 1 2
ガス溶接技術者 1 2 3
自治体法務検定 1 1
防災士 1 1 1 3

（令和４年４月１日現在）
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◇　消防資器材の現有状況
消火用資器材

配置署
器材名

北
消防署

美里
分署

網田
分署

南
消防署

三角
分署

豊野
分署

小川
分署 計

放
水
用
具

ホース
65mm 100 57 60 91 46 58 66 478
50mm 103 44 61 80 53 63 61 465

管　槍
65mm 8 5 2 4 3 3 2 27
50mm 8 5 3 3 1 1 21

小型動力ポンプ 1 1 2
ポータブルCAFS（武蔵） 1(予防課）

無反動ノズル 4 3 2 4 2 2 17
フォグガン 2 1 1 1 1 1 7

ラインプロポーショナー 1 3 1 5
高発泡器具 1 1

消火薬剤
蛋白（20L） 0
界面（20L） 10 4 4 3 3 4 2 30

油中和剤
普通（20L） 9 8 1 18
バイオ（20L） 0

オイルキャッチャー 381 251 257 400 283 298 356 2,226 
ジェットシューター 5 3 3 6 3 2 3 25

媒介金具

メスオス50/40 2 1 1 3 1 8
メスオス65/50 2 3 2 3 1 1 1 13
メスオス50/65 2 2 1 1 1 7
メスオス40/50 1 1 2

逆延長金具
65㎜（マルチ含）

オスオス 4 1 1 4 2 2 3 17
メスメス 4 1 1 4 2 2 1 15

逆延長金具
50㎜（マルチ含）

オスオス 2 1 1 1 1 1 1 8
メスメス 1 1 1 1 1 1 6

分水器
65-65×2 1 1 2
65-50×2 1 1
マルチ 6 2 2 4 1 2 2 19

スタンドパイプ 6 2 2 4 2 2 2 20
ホースブリッジ 6 4 2 6 2 4 4 28

消
火
活
動
用
具

鳶　口 8 2 3 4 4 2 2 25

梯　子
単・折りたたみ 2 2 4

二　連 1 1 1 1 1 1 1 7
三　連 2 2 4

投光器 4 1 1 3 1 1 1 12

発電機
投光器用 4 1 1 4 1 1 1 13
庁舎用 1 1 1 1 1 1 2 8

温度測定器 2 1 1 2 1 1 1 9
耐熱防火衣 1 5 6

番線カッター 2 1 2 1 2 1 1 10
夜光ベスト 11 1 6 6 6 6 36

（令和４年４月１日現在）
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救助用資器材
配置署

器材名 
北

消防署
美里
分署

網田
分署

南
消防署

三角
分署

豊野
分署

小川
分署 計

呼
吸
保

護
用
器

具
空気呼吸器（陽圧型） 16 3 3 15 3 3 3 46

簡易酸素呼吸器 5 1 6
空気ボンベ 40 18 11 45 19 12 15 160

切
断
用
器
具

油圧カッター（エンジン式） 1 1
油圧カッター（電動式） 1 1

コンビツール一式 1 1 2
万能切断機（酸素） 1 1 2

携帯カッター・拡張器（電動式） 1 1
エアーソー 1 1 1 1 4

レシプロソー 1 1 2
エンジンカッター 1 1 1 1 1 1 1 7

チェンソー 1 1 1 3 1 1 1 9

重
量
物
排
除

器
具

ポートパワー 1 1 2
チルホール 2 1 2 1 1 7

油圧スプレッダー 1 1 1 3
エアーマット 1 1 1 1 1 1 1 7

プランジャーラム 3 1 4
ハンマードリル 1 1

破
壊

器
具

削岩機 1 2 3
ストライカー(ハンディブレーカー) 1 1 2

万能斧 4 2 2 5 3 3 2 21

ガ
ス
等
対
策
器
具

防毒服（陽圧式） 3 3 6
防毒衣 5 3 11 3 22
帯電衣 2 5 7

放射能防護服 1 5 6

検知器

有毒ガス 1 1 2
可燃性ガス 1 1
マルチガス 4 1 2 5 2 1 1 16

放射線 17 5 22

水
難
救
助
器
具

スクーバダイビング
 セット

ウエット 27 27
ドライ 7 7

スクーバダイビング用ボンベ 25 25
浮　環 3 2 1 7 3 1 1 18

救助ボート 1 1 1 1 1 1 1 7
船外機 1 1 1 1 1 1 1 7

ゼニライトブイ 1 1
すばり 12 3 1 8 2 2 28

ライフジャケット 35 12 6 54 11 11 11 140
フローティング担架 1 1

そ
の
他
救
助
器
具

山岳救助資器材一式 1 1 1 3
エアーバッグカバー 1 1 1 2 1 6

緩降器 2 1 3
画像探索機 1 1

ウィンドーポンチ 5 1 8 1 1 2 18
エアーテント一式 1 1

舟形担架 1 1 1 3
折りたたみ担架 1 1

スケッドストレッチャー 1 1 2
マンホール救助器具 1 2 3

排煙機 1 1 2
救助マット 1 1 2

縛　帯 2 2 1 4 1 1 11
ペダルカッター 1 1 2

（令和４年４月１日現在）
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救急用資器材	
配置署

器材名
北

消防署
美里
分署

網田
分署

南
消防署

三角
分署

豊野
分署

小川
分署 計

救
急
用
資
器
材

血圧計 3 1 1 2 2 3 1 13
電動式吸引器 4 2 1 3 3 2 2 17
喉頭鏡セット 5 3 1 7 3 3 3 25

酸素吸入器（ｲﾝﾊﾚｰﾀｰ） 2 1 1 2 1 1 1 9
自動式人工呼吸器 2 1 1 3 1 2 1 11

人工蘇生器（バッグマスク） 7 3 1 10 5 3 7 36
バキュームスプリント 2 1 2 1 1 1 1 9

スロートイ－バッグ 1 1 1 3
救急用携帯電話 2 1 1 2 1 1 1 9

スクープストレッチャー 4 3 1 5 2 2 1 18
バックボ－ド 5 2 2 5 2 2 2 20

ショートボード 2 2
ビデオ喉頭鏡 1 1 2 2 1 2 1 10

ケッド 1 2 1 1 1 6

高
度
救
急
用
資
器
材

気道確保用資器材一式 2 1 1 2 1 1 1 9
輸液用資器材一式 2 1 1 2 1 1 1 9

自動体外式除細動器 4 1 1 2 1 2 2 13
患者監視モニター 1 2 1 1 2 7

血中酸素飽和度測定器 1 2 1 2 1 1 1 9
カプノチェック 1 1 2

心電計 1 1
自動心肺蘇生器 1 1 1 1 1 1 6

消
毒
用

資
器
材

銀イオンドライフォッグ 1 1 1 1 4
紫外線滅菌ロッカー 1 1

救
急
訓
練
資
器
材

高度救命処置シミュレーター 1 2 3
レコーディングレサシアン 1 2 1 5 1 10

アンブマン 1 2 3
ジュニア 8 1 1 12 1 23
ベビー 4 1 3 1 1 10
JAMY 2 1 1 1 5

レサシアン半身 1 3 4
リトルアンＱＣＰＲ 2 1 5 8
気道管理トレーナー 1 1 1 1 1 1 6

静脈トレーナー 1 1 1 1 1 2 7
AED トレーナー 11 2 1 13 2 1 2 32

水防用資器材
配置署

器材名
北

消防署
美里
分署

網田
分署

南
消防署

三角
分署

豊野
分署

小川
分署 計

水
防
資
器
材

スコップ
剣 19 7 6 13 7 4 3 59
角 4 2 1 2 3 12

ツルハシ 4 2 3 3 2 1 1 16
ハンマー 1 3 1 5
カ ケ ヤ 3 2 2 4 2 1 14

斧 4 1 2 1 8
ナ　　タ 2 3 3 15 2 3 3 31

鍬 2 2 1 1 6
唐　　鍬 2 2
三　　又 2 2 4
土のう袋 800 200 270 160 200 200 100 1,930 

（令和４年４月１日現在）

（令和４年４月１日現在）
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台
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備考：平成17年12月２日から携帯電話での「119通報」を直接受信開始

（令和３年中）（件）月別受信状況
◇　１１９受信状況

区分 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合計

火 災 6 6 3 4 1 1 2 1 2 9 4 9 48 

救 急 538 458 480 405 470 447 512 544 487 533 522 593 5,989 

救 助 7 15 13 8 9 2 5 2 7 9 11 18 106 

警 戒 63 56 63 48 59 67 65 66 41 66 76 112 782 

同 報 24 37 35 22 25 22 30 33 30 16 19 30 323 

ま ち が い 26 25 32 30 32 28 43 38 29 30 40 30 383 

い た ず ら 1 1 1 5 3 2 2 9 2 5 3 1 35 

問 い 合 せ 29 25 21 34 25 25 19 38 31 19 15 23 304 

通 報 訓 練 7 21 42 15 33 29 11 13 34 40 89 50 384 

回 線 試 験 24 24 13 28 42 33 20 21 12 85 37 29 368 

そ の 他 39 40 17 48 29 21 21 31 23 28 29 34 360 

携 帯 転 送 18 9 14 13 13 19 18 19 18 22 16 21 200 

総 計 782 717 734 660 741 696 748 815 716 862 861 950 9,282 

覚知種別受信状況 （令和３年中）（件）

種 別 火災 救急 救助 警戒 同報 まち
がい

いた
ずら

問い
合せ

通報
訓練

回線
試験 その他 携帯

転送 総計

1 1 9 7 1,569 11 161 64 100 12 47 214 300 83 2 2,570 

携 帯 1 1 9 28 2,553 71 372 204 221 17 191 29 21 151 195 4,053 

Ｉ Ｐ 1 1 9 4 1,535 7 112 51 28 3 37 140 33 47 3 2,000 

加 入 電 話
（加入電話から） 1 102 6 45 0 0 0 0 0 0 0 0 154 

加 入 電 話
（携帯電話から） 1 8 2 14 0 0 0 0 0 0 1 0 26 

駆 け 付
け 通 報 1 105 0 0 2 3 1 28 1 7 27 0 175 

事 後 聞 知 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 

自 己 覚 知 0 5 0 7 0 0 0 0 0 0 0 0 12 

そ の 他 1 112 9 71 2 31 2 1 0 7 51 0 287 

総 計 48 5,989 106 782 323 383 35 304 384 368 360 200 9,282 
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◇　概　況
　宇城広域連合消防本部管内における令和３年中の火災発生件数は48件で、前年より16件増加し
ています。構成市町別にみると、宇城市が23件と最も多く、次いで宇土市の13件、美里町の12件
となっています。

１．出火件数（種別毎）
　火災種別ごとにみると、建物火災が18件（前年比９件増）と総件数の37％を占め、その他火災
19件（前年比0）、車両火災９件（前年比６件増）、林野火災が２件（前年比１件増）となってい
ます。

２．焼損内訳
　建物焼損床面積は、1,240㎡で前年に比べ459㎡増加しています。焼損棟数は30棟（全焼14棟、
半焼１棟、部分焼２棟、ぼや13棟）で、罹災世帯は12世帯で前年より３世帯増加しています。

３．損害額
　損害額は、30,799千円で、前年より12,996千円の増加となっています。火災種別毎にみると、
建物火災28,506千円（前年比13,524千円増）、車両火災1,329千円（前年比1,109千円減）、その他
火災676千円（前年比293千円増）で、全体の損害額は増加しています。

４．出火原因
　出火原因で最も多かったのは「たき火」18件（37％）、次いで「その他」９件（16％）、「こ
んろ」３件（6％）「たばこ」「電気機器」「電灯・電話等の配線」が各２件（４％）、「ストー
ブ」「排気管」「電気装置」「配線器具」「マッチ・ライター」「灯火」が各１件（２％）原因
の特定に至らない「不明・調査中」が６件となっています。

５．死傷者
　火災による死者は２名、負傷者は５名でした。死者数は前年に比べ２名増加し、負傷者は３名
増加しました。

６．傾向
　火災の発生状況を月別にみると、10月・12月が９件（18％）で 最も多く、次いで１月・２月の
６件（12％）、４月・11月の４件（8％）となっています。一番少ない月は５月・６月・８月の１
件（18％）でした。

　時間帯別にみてみると、14時～16時が９件(18％）で最も多くなっています。
　なお、本年は８時～20時の間に多くの火災が発生しています。

種別 建物 車両 林野 船舶 その他 計
令和３年 18 9 2 19 48
令和２年 9 3 1 19 32
令和元年 18 2 1 24 45
平成30年 9 3 27 39
平成29年 24 4 2 24 54

過去５か年の種別ごと火災件数
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◇　市町別10か年の火災発生件数

◇　10か年の火災発生件数

火災の定義
　「火災」とは、人の意図に反して発生し、若しくは拡大し、又は放火により発生して、消火の
必要がある燃焼現象であって、これを消火するために消火施設又はこれと同程度の効果のあるも
のの利用を必要とするもの、又は人の意図に反して発生し若しくは拡大した爆発現象をいう。

火災種別の説明
建物火災とは、建物又はその収容物が焼損した火災をいいます。
林野火災とは、森林・原野又は牧野が焼損した火災をいいます。
車両火災とは、自動車車両及び被けん引車又はこれらの積載物が焼損した火災をいいます。
船舶火災とは、船舶又はその積載物が焼損した火災をいいます。
航空機火災とは、航空機またはその積載物が焼損した火災をいいます。
その他火災とは、上記に掲げる火災以外の火災をいいます。
　　（例えば、空地・田畑・道路・河川敷・ごみ集積場・電柱類等の火災など）

区分
市町別

過去 10 か年の火災発生件数

Ｈ24年 Ｈ25年 Ｈ26年 Ｈ27年 Ｈ28年 Ｈ29年 Ｈ30年 R1年 R2年 R3年

合 　 計 38 64 59 42 35 54 39 45 32 48

宇 土 市 12 19 23 13 10 22 13 11 11 13

宇 城 市 15 26 26 22 22 26 20 28 17 23

美 里 町 2 7 4 7 3 6 6 6 4 12

熊本市南区城南町 4 9 1
宇城広域連合離脱

熊本市南区富合町 5 3 5

※管外で発生した火災を除く

※管外で発生した火災を除く
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◇　月別・市町別火災発生件数

◇　時間・種別毎火災発生件数

◇　月別火災発生件数

（令和３年中）

（令和３年中）

（令和３年中）

月別
市町別

合計 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

合 　 計 48 6 6 3 4 1 1 2 1 2 9 4 9

宇 土 市 13 1 1 2 2 0 0 1 0 1 2 2 1

宇 城 市 23 2 4 1 2 1 0 1 1 1 5 1 4

美 里 町 12 3 1 0 0 0 1 0 0 0 2 1 4

管 外 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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年別
種別 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年 R3年

火
災
発
生
件
数

建物 22 29 33 20 16 24 9 18 9 18 

林野 1 3 0 3 0 2 0 0 1 2 

車両等 7 8 7 3 6 4 3 3 3 9 

その他 8 24 19 16 13 24 27 24 19 19 

合計 38 64 59 42 35 54 39 45 32 48 

罹
災
世
帯

全損 9 8 8 6 6 13 2 4 2 5 

半損 0 2 3 3 1 1 0 0 0 0 

小損 10 14 21 15 3 9 4 6 7 7 

合計 19 24 32 24 10 23 6 10 9 12 

罹災人員 60 59 78 64 23 64 16 18 19 32 

焼
損
棟
数

全焼 12 11 23 4 10 17 3 10 8 14 

半焼 2 2 2 3 2 1 0 1 0 1 

部分焼 10 12 25 7 3 10 4 10 8 2 

ぼや 7 12 16 13 8 3 7 6 3 13 

合計 31 37 66 27 23 31 14 27 19 30 

焼
損
面
積

建物
（㎡） 3,013 1,442 4,253 1,039 1,302 3,132 465 603 781 1,240 

林野
（ａ） 1 12 0 33 0 0 0 0 66 50 

損
害
額
（
千
円
）

建物 167,183 82,704 300,580 40,346 72,027 146,533 22,718 34,030 14,982 28,506 

林野 64 0 22 35 94 34 0 0 0 288 

車両等 1,629 11,312 1,885 1,967 3,136 1,062 1,555 261 2,438 1,329 

その他 909 3,221 52,385 853 911 1,278 515 1,220 383 676 

合計 169,785 97,237 354,872 43,201 76,168 148,907 24,788 35,511 17,803 30,799 

死
傷
者

死者 4 2 0 1 1 4 1 0 0 2 

傷者 10 7 13 6 3 5 4 9 2 5 

◇　年別火災状況及び損害額
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◇　出火原因別火災発生件数
（令和３年中）

番号 原因 件数

1 たき火 18

2 その他 9

3 不明・調査中 6

4 こんろ 3

5 たばこ 2

6 電気機器 2

7 電灯・電話等の配線 2

8 ストーブ 1

9 排気管 1

10 電気装置 1

11 配線器具 1

12 マッチ・ライター 1

13 灯火 1

計 48

◇　出火原因別の前年比
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◇　団員数とポンプ台数 （令和 4 年 4 月 1 日現在）

愛する郷土を守る！
消防団

　消防団は、地域に密着した消防機関として  ｢自分の街は自分たちで守る｣ という郷土愛護の精
神と使命感のもと、地域の防災リーダーとして幅広い活動を行っています。
　消防団員は、消防 ・ 防災に関する知識や技術を習得し、火災発生時における消火活動、地震や
風水害といった大規模災害発生時における救助・救出活動、警戒巡視、避難誘導など、 地域住民
の身体・生命・財産を災害から守るために活動しています。また、災害のない場合でも訓練のほか、
応急手当の普及指導、住宅への防火指導、特別警戒、広報活動などを行い、災害を未然に防いだ
り被害を軽減するため日々活動しています。
　現在、当本部の管轄は２市１町で構成されており、それぞれの市町には消防団があり、合わせ
て 33 分団、2,265 人 ( 女性 63 人含 ）の団員が地域防災の責任を担い、日夜、郷土愛護の精神で
献身的に私達の町を守っています。

市町別 団長名 分団数 定員
実員（下段平均年齢） ポンプ車および

積載車台数
小型ポンプ

台数男子 女子

宇土市 山本章博 7 分団 555 人 
537 人 18 人

35 台 35 台
34.2 歳 28.6 歳

宇城市 𠮷田公美 21 分団 1,550 人
1,388 人 35 人

117 台 117 台
38.3 歳 47.7 歳

美里町 吉住淳一 5 分団 400 人
277 人 10 人

37 台 36 台
34.1 歳 29.1 歳

合 計 33 分団 2,505 人
2,202 人 63 人

189 台 188 台
35.5 歳 35.1 歳
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◇　救命講習等の実施状況

種別
　年別

普通救命講習 救急法講習

実施回数 受講者数 実施回数 受講者数

平成 24 年 34 781 128 4,085 

平成 25 年 26 673 130 4,624 

平成 26 年 28 733 125 4,088 

平成 27 年 22 550 98 3,416 

平成 28 年 28 802 70 2,400 

平成 29 年 18 269 96 3,379 

平成 30 年 20 423 112 3,508 

令和元年 19 343 117 3,758 

令和２年 3 32 28 673 

令和３年 4 19 27 572 

10 か年合計 202 4,625 931 30,503 

種別
　年別

上級救命講習会 応急手当普及員講習

実施回数 受講者数 実施回数 受講者数

平成 24 年 0 0 3 24 

平成 25 年 1 9 3 17 

平成 26 年 0 0 1 10 

平成 27 年 0 0 0 0 

平成 28 年 0 0 0 0 

平成 29 年 0 0 1 5 

平成 30 年 0 0 1 4 

令和元年 0 0 2 10 

令和２年 0 0 0 0 

令和３年 0 0 1 3 

10 か年合計 1 9 12 73 
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◇　住宅用火災警報器　宇城設置率の推移　

◇　住宅用火災警報器　全国設置率の推移
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　◇ うき防火標語 ◇　   最優秀作品

第１回（平成９年度） 「 火の用心　あなたの家族の　合言葉 」

第２回（平成 10 年度） 「 消したはず　消したつもりが　落とし穴 」

第３回（平成 11 年度） 「 火の用心　気配り 目配り　今一度 」

第４回（平成 12 年度） 「 あらしもた　火事で泣くより　笑顔で点検 」

第５回（平成 13 年度） 「 めざそうよ　火災のない町　ナンバーワン 」

第６回（平成 14 年度） 「 火災から　守ろう家族を　みんなの町を 」

第７回（平成 15 年度） 「 我が町を　みんなで守る　防火の目 」

第８回（平成 16 年度） 「 消しましょう あなたの心の 油断の火 」

第９回（平成 17 年度） 「 教えましょう　幼いうちから　火の怖さ 」

第 10 回（平成 18 年度） 「 燃やすまい　この家 あの夢　その絆 」

第 11 回（平成 19 年度） 「 まちぐるみ　声かけあって　なくす火事 」

第 12 回（平成 20 年度） 「 我が家では　親、子、孫まで　火の用心 」

第 13 回（平成 21 年度） 「 気のゆるみ　火災はあなたの　すきまから 」

第 14 回（平成 22 年度） 「 防火の心　皆にひろげて　火災ゼロ 」

第 15 回（平成 23 年度） 「 再確認　火災はあなたの　気のゆるみ 」

第 16 回（平成 24 年度） 「 とりつけよう　命の保険　火さいほうちき 」

第 17 回（平成 25 年度） 「 役立つ火　あなたの油断で　夢絶つ火 」

第 18 回（平成 26 年度） 「 燃やさない　家は家族の　宝箱 」

第 19 回（平成 27 年度） 「 サイレンの　響き忘れぬ　火の用心 」

第 20 回（平成 28 年度） 「 消火より　防火が大事　火の用心 」

第 21 回（平成 29 年度） 「 火の始末　『誰か』じゃなくて　『あなた』です 」

第 22 回（平成 30 年度） 「 火の確認　お出かけ前の　決まり事 」

第 23 回（令和元年度） 「ちょっとだけ　心のゆだんが　火事のもと」

第 24 回（令和２年度） 「わすれてない？　火のかくにんは　最初にね」

第 25 回（令和３年度） 「外出時　マスクに火の元　再確認」
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名　　　称 〒 住　　　所 ＴＥＬ ＦＡＸ

宇城広域連合
消防本部

869-0419 宇土市新松原町 159 番地 1

代　表 0964-22-0554 0964-22-0270

総務課 0964-22-6220 0964-22-5775

警防課 0964-22-6221

0964-22-0270
予防課

0964-22-6222
0964-22-1919

通信指令課 0964-22-0554 0964-23-1199

宇城広域連合    
北消防署 869-0419 宇土市新松原町 159 番地 1

0964-22-0554
0964-22-6247

0964-22-0270

 美里分署 861-4726 下益城郡美里町大窪 837 番地 5 0964-47-1255 0964-47-1378

網田分署 869-3172 宇土市上網田町 3651 番地 1 0964-27-0190 0964-27-0219

宇城広域連合
 南消防署 869-0542 宇城市松橋町豊崎 1547 番地 1 0964-32-2825 0964-32-4265

三角分署 869-3204 宇城市三角町中村 102 番地 3 0964-52-2222 0964-52-2284

豊野分署 861-4305 宇城市豊野町山崎 385 番地 1 0964-45-3778 0964-45-3781

小川分署 869-0605 宇城市小川町南部田 130 番地 1 0964-43-6119 0964-43-6120

災害情報テレホンサービス 0964-23-3211 10 回線

E-mail info@ukisyobo.or.jp			 

ホームページ	 https://www.ukisyobo.or.jp/
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